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東京都 千代田区
千代田区教育委員会事務局子ど
も部学務課 03-5211-4284 gakumu@city.chiyoda.lg.jp

http://www.city.chiyoda.lg.jp/koho/kosodate/teate/shugaku
.html ○ ○ ○ ○ ○

東京都 中央区 教育委員会事務局学務課学事係 03-3546-5514 gakumu_01@city.chuo.lg.jp
http://www.city.chuo.lg.jp/kosodate/gakkokyouiku/nyugaku
/syugakuenzyo.html ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 区域外就学児童生徒については、教育委員会窓口で配付。

東京都 港区
教育委員会事務局学務課学校運
営支援係 03-3578-2731 minato30@city.minato.tokyo.jp http://www.city.minato.tokyo.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○

東京都 新宿区
新宿区教育委員会事務局学校運
営課学校運営支援係 03-5273-3089 gakkounei@city.shinjuku.lg.jp http://www.city.shinjuku.lg.jp/kodomo/file04_04_00005.html ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

他自治体及び私立学校在籍者については、教育委員会で申請書を
配布している。

東京都 文京区 教育推進部学務課学事係 03-5803-1295 b701000@city.bunkyo.lg.jp
http://www.city.bunkyo.lg.jp/kyoiku/kyoiku/gakko/aid/enjyo
.html ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 教育委員会で希望者に申請書を配布。

東京都 台東区 教育委員会　学務課学事係 03-5246-1412 gakumu-ed@city.taito.tokyo.jp
http://www.city.taito.lg.jp/index/kurashi/kyoiku/kuritsushoc
yugakko/syugakuenjoseido.html ○ ○ ○ ○ ○ 学校事務担当者向け説明会を実施 ○ ○

台東区立小中学校以外に在籍している児童生徒の保護者につい
ては、教育委員会窓口にて申請書を配布している。

東京都 墨田区
墨田区教育委員会事務局学務課
事務担当 03-5608-63034 gakumu@city.sumida.lg.jp http://www.city.sumida.lg.jp/ ○ ○ ○ ○ ○

東京都 江東区
教育委員会事務局　学務課　学
事係 03-3647-9174 gakuji@city.koto.lg.jp

http://www.city.koto.lg.jp/581101/kodomo/gakko/enjo/shug
aku/6154.html ○ ○ ○ ○ ○ ○

・区外小中学校に在籍している児童生徒については、教育委員会
で申請書を配付。
・前年度申請者に対しては当該年度の申請案内を郵送で行ってい
る。

東京都 品川区
品川区教育委員会　事務局　学
務課　学事係 03-5742-6842 gakumu@city.shinagawa.tokyo.jp http://www.city.shinagawa.tokyo.jp/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

東京都 目黒区
教育委員会事務局学校運営課学
事係 03-5722-9304 kyoiku21@city.meguro.tokyo.jp

http://www.city.meguro.tokyo.jp/kurashi/gakko/gakko_josei/
shugakuenjo/gimu.html ○ ○ ○ ○ ○ ○

東京都 大田区
教育委員会事務局教育総務部学
務課学事係 03-5744-1429 gakumu@city.tokyo.jp http://www.city.ota.tokyo.jp/ ○ ○ ○ ○ ○ ○

東京都 世田谷区 教育委員会事務局学務課 03－5432－2686 SEA02046@mb.city.setagaya.tokyo.jp
http://www.city.setagaya.lg.jp/kurashi/103/134/527/d0012
5518.html ○ ○ ○ ○ ○

東京都 渋谷区 教育振興部　学務課　学事係 03-3463-2986 gakumu@city.shibuya.tokyo.jp
https://www.city.shibuya.tokyo.jp/edu/gakkou/tetsuduki_g.h
tml ○ ○ ○ ○ ○

東京都 中野区 学校教育分野 03-3228-5459 gakkokyoiku＠city.tokyo-nakano.lg.jp
http://www.city.tokyo-
nakano.lg.jp/dept/652000/d013764.html ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

区内在住の区外公立学校の児童生徒で前年度就学援助を受けて
いた者に対しては「申請書」を送付する。

東京都 杉並区
教育委員会事務局学務課就学奨
励担当 03-5307-0761

http://www.city.suginami.tokyo.jp/guide/kyoiku/gakko/1004
741.html ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

東京都 豊島区 教育部学務課学事グループ 03-3981-1174 A0027509@city.toshima.lg.jp
http://www.city.toshima.lg.jp/353/kosodate/gakko/teate/00
5900.html ○ ○ ○ ○ ○

・学校説明会における説明
・学校案内（冊子）において周知 ○

東京都 北区 教育振興部学校支援課学事係 03-3908-1541 gakuji@city.kita.lg.jp
http://www.city.kita.tokyo.jp/gakkoshien/kosodate/shogakk
o/enjo.html ○ ○ ○ ○ ○ ○

東京都 荒川区
荒川区教育委員会事務局学務課
学事第二係 03-3802-3111 kyoiku-gakumu@city.arakawa.tokyo.jp

http://www.city.arakawa.tokyo.jp/kosodate-
kyoiku/kyoiku/josei/shuugakuennjyo.html ○ ○ ○ ○ ○ ○

東京都 板橋区 板橋区教育委員会事務局学務課 03-3579-2611 k-gakumu@city.itabashi.tokyo.jp http://www.city.itabashi.tokyo.jp/c_kurashi/000/000391.html ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 区域外就学者には、希望者に対し、教育委員会から申請書を郵送

東京都 練馬区
教育委員会事務局教育振興部学
務課管理係 03-5984-5643 GAKUMUKA01@city.nerima.tokyo.jp

http://www.city.nerima.tokyo.jp/kurashi/kyoiku/enjo/enjo.ht
ml ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・１年生は全児童生徒に申請書を配付。
・２年生以上は制度案内を配付し、希望者に学校または教育委員
会から申請書を配付。

東京都 足立区 足立区教育委員会学務課助成係 03-3880-5977 gakumu@city.adachi.tokyo.jp
http://www.city.adachi.tokyo.jp/gakumu/k-
kyoiku/shochu/tetsuzuki-shugaku.html ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

東京都 葛飾区
葛飾区教育委員会事務局学務課
学事係 03-5654-8460（直通） ホームページに専用ホームあり

http://www.city.katsushika.lg.jp/kurashi/1000057/1002479/
1002748.html ○ ○ ○ ○ ○ ○

東京都 江戸川区 教育委員会事務局学務課学事係 03-5662-1624
http://www.city.edogawa.tokyo.jp/kyouiku/tetuduki/shugaku
enjo.html ○ ○ ○ ○ ○

東京都 八王子市
八王子市教育委員会学校教育部
教育支援課 042-620-7339 b301800@city.hachioji.lg.jp

http://www.city.hachioji.tokyo.jp/kurashi/kyoiku/003/002/0
02/p004697.html ○ ○ ○ ○ ○ ○

新入学準備金前倒しについて、小学校入学予定者に学校選択希望
票送付時に同封して郵送 ○ ○

新入学準備金前倒しについて、小学校入学予定者に就学時健康診
断通知送付時に同封して郵送

東京都 立川市
立川市教育委員会　学務課　学
務保健係 042-523-2111 gakumu@city.tachikawa.lg.jp https://www.city.tachikawa.lg.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 市事務職員向け説明会を実施 ○
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東京都 武蔵野市
武蔵野市教育委員会　教育部
教育支援課 0422‐60‐1900 sec－kyouikusien@city.musashino.lg.jphttp://www.city.musashino.lg.jp/ ○ ○ ○ ○ ○ ○

東京都 三鷹市
三鷹市教育委員会 学務課学務
係

0422-45-1151（内線
3234） gakumu@city.mitaka.tokyo.jp http://www.city.mitaka.tokyo.jp/c_service/001/001152.html ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 区域外就学者のみ申請書を保護者宛に郵送

東京都 青梅市 教育部教育総務課学務係 0428-22-1111内線2356 div7010@city.ome.tokyo.jp http://www.ome-tky.ed.jp/s_kanri/syugaku_josei.html ○ ○ ○ ○

東京都 府中市 府中市教育委員会学務保健課 042-335-4436 gakumuhoken02@city.fuchu.tokyo.jp
https://www.city.fuchu.tokyo.jp/kosodate/kyoiku/shogakuki
n/syugaku.html ○ ○ ○ ○ ○

東京都 昭島市
昭島市教育委員会学校教育部指
導課学務係 042-544-5111 gakum@city.akishima.lg.jp http://www.city.akishima.lg.jp/ ○ ○ ○ ○ ○ ○

東京都 調布市 教育委員会学務課 042-481-7474 gakumu@w2.city.chofu.tokyo.jp
http://www.city.chofu.tokyo.jp/www/contents/11761189874
93/index.html ○ ○ ○ ○ ○ ○

東京都 町田市 学校教育部　学務課 042-724-2176 gakkou030@city.machida.tokyo.jp http://kosodate-machida.tokyo.jp/mokuteki/2/2/3340.html ○ ○ ○ ○ ○ ○

申請書の提出が必要な学年（小１・４、中１）については制度案内・
申請書を配布し、その他の学年については制度案内のみ（希望者
へは申請書も）学校より配布している。

東京都 小金井市 教育委員会学校教育部学務課 042-387-9874 k010299@koganei-shi.jp http://www.city.koganei.lg.jp/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 市ＨＰに様式を掲載している。

東京都 小平市
教育委員会教育部学務課学事担
当 042-346-9570 gakumu@city.kodaira.lg.jp http://www.city.kodaira.tokyo.jp/kurashi/043/043611.html ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 小学1年生については、入学時に全員に申請書を配布

東京都 日野市 日野市教育委員会庶務課 042-585-1111 ksyomu@city.hino.lg.jp http://www.city.hino.lg.jp/ ○ ○ ○ ○ ○ ○

東京都 東村山市 教育委員会　教育部学務課 042-393-5111 gakumu@m01.city.higashimurayama.tokyo.jphttps://www.city.higashimurayama.tokyo.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ 庁舎内に案内を掲示 ○
・新小学1年は学校で配布する。
・庁舎窓口で通年で配布している。

東京都 国分寺市 教育部学務課学務係 042-574-4042 gakumu@city.kokubunji.tokyo.jp
http://www.city.kokubunji.tokyo.jp/kurashi/1012309/shien/
1001214.html ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・入学説明会時に制度を記載したチラシを配布（新小学１年生向
け）。
・７月初旬（認定結果通知発送前）に学校で「就学援助の申請はお
済みですか」というチラシを配布（申請忘れを防ぐため）。 ○ ○

東京都 国立市
教育委員会事務局教育総務課学
務保健係 042-576-2111 gakumu@city.kunitachi.lg.jp

http://www.city.kunitachi.tokyo.jp/kosodate/kyouiku/educat
ion6/index.html ○ ○ ○ ○ ○ ○ SNSを活用 ○ ○

・教育委員会窓口、関係課窓口に申請書を配置。
・ホームページ上に申請書データをアップロード。

東京都 福生市
教育委員会教育部教育支援課学
務係 042-551-1948 f-shidou@city.fussa.lg.jp http://www.city.fussa.tokyo.jp/ ○ ○ ○ ○ ○

東京都 狛江市
狛江市教育委員会教育部学校教
育課学務保健係 03-3430-1111 gakkyok@city.komae.lg.jp http://www.komae.ed.jp/index.cfm/7,642,35,html ○ ○ ○ ○ ○

東京都 東大和市
教育委員会学校教育部教育総務
課

042-563-2111　内線
1521、1522 gakyou@city.higashiyamato.lg.jp

http://www.city.higashiyamato.lg.jp/index.cfm/33,90204,347,
612,html ○ ○ ○ ○ ○ ○

東京都 清瀬市
清瀬市　教育部　教育総務課　学
務係 042-497-2539 kyo_soumu@city.kiyose.lg.jp http://www.kiyose.ed.jp/ ○ ○ ○ ○ ○ ○

東京都 東久留米市 教育部学務課 042-470-7779 gakumu@city.higashikurume.lg.jp
http://www.city.higashikurume.lg.jp/shisei/kyoiku/shogakuki
n/1001834.html ○ ○ ○ ○

東京都 武蔵村山市
教育部教育総務課　学事グルー
プ 042-565-1111（内線422） ky-gakuji@city.musashimurayama.lg.jp

http://www.city.musashimurayama.lg.jp/kurashi/kyouiku/ho
gosha/1006068.html ○ ○ ○ ○ 〇

・小学校入学のしおりに制度を記載
・転入者への就学援助制度の案内を市民課で配付 ○ ○ ホームページに申請書を掲載

東京都 多摩市 教育部学校支援課 042-338-6875 tm712000@city.tama.lg.jp http://www.city.tama.lg/kosodate/40/002102.html ○ ○ ○ ○

東京都 稲城市 教育部　学務課　学務係 042-378-2111 gakumu@city.inagi.lg.jp
http://192.168.60.120/kosodate/gakko_kyoiku/kyouikuhisien
nseido/shuugakuenjyo.html ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

教育委員会で用意した案内及び申請書を、各学校を通して全児童
生徒に配布

東京都 羽村市 生涯学習部学校教育課学務係 042-555-1111内線358 s701010@city.hamura.lg.jp http://www.city.tokyo.jp/0000000742.html ○ ○ ○ ○ ○ ○

東京都 あきる野市 教育部　教育総務課　学務係 042-558-2412（直通） http://www.city.akiruno.tokyo.jp/0000007522.html ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ウを補完するため、必要な保護者へ教育委員会窓口で配布

東京都 西東京市 教育企画課　学務係 042-438-4071 kyouiku-k@city.nishitokyo.lg.jp
http://www-ap102.dom-
system.nishitokyo.lg.jp/cs/websystem3.htm ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 年度途中に全児童・生徒に案内のお知らせを配布 ○

東京都 瑞穂町 教育部教育課学務係 042-557-6683 kyouiku@town.mizuho.tokyo.jp http://www.town.mizuho.tokyo.jp/ ○ ○ ○ ○

東京都 日の出町 学校教育課 042-597-0511（内線532） gakkou_k@town.hinode.tokyo.jp http://www.town.hinode.tokyo.jp/0000000092.html ○ ○ ○ ○ ○ ○

東京都 檜原村 教育課学校教育係 042-598-1011 gakkoukyou@vill.hinohara.tokyo.jo http://www.vill.hinohara.tokyo.jp/ ○ ○ ○ ○

東京都 奥多摩町 教育課学務係 0428-83-2246 kyoiku-syomu@town.okutama.tokyo.jp
http://www.town.okutama.tokyo.jp/kurashi/kyoiku/kyoiku/g
akko/shogakukin.html ○ ○ ○ ○

東京都 大島町 給食センター係 04992-2-1600 kyushoku@town.oshima.tokyo.jp https://www.town.oshima.tokyo.jp/ ○ ○ ○ ○ ○

東京都 利島村 利島村教育委員会 04992-9-0331 t-kyouiku@toshimamura.org ○ ○ ○ 該当者に配布



該当団体数62 62 62 58 59 0 53 46 18 50 56 32 4 2 12 12 5 6 46 3 0 2 22 22

ア．教育
委員会の
ウェブサ
イトに制
度を掲載

イ．自治
体の広報
誌等に制
度を記載

ウ．就学
案内の書
類に記載

エ．入学
時に学校
で就学援
助制度の
書類を配
付

オ．毎年
度の進級
時に学校
で就学援
助制度の
書類を配
付

カ．各学
校に対し
て制度を
書面で周
知

キ．教職
員向け説
明会を実
施

ク．保護
者向け説
明会を実
施

ケ．その
他（内容
を１，（２）
に記入)

ア．各学
校で制度
案内を配
付後、希
望者に各
学校から
申請書を

配布

イ．各学
校で制度
案内を配
付後、希
望者に教
育委員会
から申請
書を配布

ウ．各学
校で全児
童生徒も
しくは保

護者に申
請書を配

付

エ．教育
委員会で
全児童生
徒もしくは
保護者に
申請書を

配付

オ．制度
案内等は
行わず、
各学校で
希望者に
対して申
請書を配

付

①部署名 ②電話番号 ③e-mail ④ウェブサイト ⑤その他（SNSなど）

１．就学援助制度の周知方法 ２．就学援助制度の申請書の配布方法

（１）貴市区町村における就学援助制度の周知方法

（２）（１）でケに○をした場合、その内容

（１）貴市区町村における就学援助制度の申請書の配布方法

①都道府県②市町村

０　就学援助制度問い合わせ先（広報用） Ⅰ　就学援助制度の実施について

（２）（１）でキに○した場合、その内容

カ．制度
案内等は
行わず、
教育委員
会で希望
者に対し
て申請書
を配付

キ．その
他（内容
を２．（２）
に記入し
てくださ
い。）

東京都 新島村 東京都新島村教育委員会 04992-5-0203 ni-kyoiku@poplar.ocn.ne.jp http://www.niijima.com ○ ○ 前年度申請者と児童扶養手当受給者に対して案内を送付

東京都 神津島村 教育課 04992-8-1222 kyouiku@vill.kouzushima.tokyo.jp http://vill.kouzushima.tokyo.jp/ ○ ○ ○ ○ ○
制度の案内を文字放送や村内放送で行い、希望者に対して教育委
員会で申請書を配布

東京都 三宅村
東京都三宅島三宅村教育委員会
教育課　学校教育係 04994-5-0952 kyouiku@vill.miyake.tokyo.jp

http://www.vill.miyake.tokyo.jp/kakuka/kyouikuiinkai/index.h
tml ○ 全児童生徒保護者へ案内の書面を送付。 ○

東京都 御蔵島村 教育委員会事務局 04994-8-2121 kyouiku@mikurasima.jp http://www.mikurasima.jp/index.html ○
村立小中学校児童生徒全員、給食費、学用品費、医療費、修学旅
行費、部活動遠征費等全額公費負担が前提になっている。 ○

村立小中学校児童生徒全員、給食費、学用品費、医療費、修学旅
行費、部活動遠征費等全額公費負担が前提になっている。

東京都 八丈町 教育課 04996-2-7071 kyoiku@town.hachijo.tokyo.jp ○ ○ ○

東京都 青ヶ島村 教育委員会 04996-9-0201 ○ 個別に対応 ○

東京都 小笠原村 教育課 04998-2-3117 kyoiku@vill.ogasawara.tokyo.jp https://www.vill.ogasawara.tokyo.jp/ ○ ○
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東京都 千代田区

東京都 中央区

東京都 港区

東京都 新宿区

東京都 文京区

東京都 台東区

東京都 墨田区

東京都 江東区

東京都 品川区

東京都 目黒区

東京都 大田区

東京都 世田谷区

東京都 渋谷区

東京都 中野区

東京都 杉並区

東京都 豊島区

東京都 北区

東京都 荒川区

東京都 板橋区

東京都 練馬区

東京都 足立区

東京都 葛飾区

東京都 江戸川区

東京都 八王子市

東京都 立川市

①都道府県②市町村

課税所得
等の分類

基準額の
時期

49 31 29 29 28 36 13 5 24 21 8 4 11 17 45 9 3 0 15 55 55 55 55 0 0 15 35 62

○ 〇 1.3

総所得
（税引き
前） 前年度 337 10%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.2 課税所得 その他 467

生活保護基準【倍率】1.2【課税所得等の分類】総所得【基準額の時期】平成２９年４月
特別支援教育就学奨励費【倍率】1.2【課税所得等の分類】総所得【基準額の時期】平成２９
年４月

準要保護の認定基準については、原則的に生活保護の基準額に1.2倍を掛けたものである
が、“給食費”の算出についてのみ、特別支援教育就学奨励費の需要額に定める金額に1.2
倍を掛けた金額で計算している。

15%未満

○ ○ 1.2 課税所得 前年度 436 （２）倍率について、子どもが３人以上の世帯は1.31倍 20%未満

○ ○ ○ 1.2 その他 その他 437 課税証明書が取得できない方：面談を実施し、生活状況の調査を個別を行う。
課税所得等の分類：所得税法（昭和４０年法律第３３号）第２２条第２項の「総所得金額」
基準額の時期：平成２４年４月時点の生活保護基準 25%未満

○ 1.33 その他 前年度 413 【課税所得等の分類】前年度の合計所得金額を基準としている。 15%未満

○ ○ 1.26 その他 その他 434
課税所得等の分類⇒総所得金額
基準額の時期⇒第68次生活保護基準（平成24年4月時点 ）を用いて算定 30%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.2 その他 その他 417

【課税所得等の分類】「給与所得控除後の額」または「年間収入金額から必要経費を引いた
額」及びその他の収入
【基準額の時期】第６８次生活保護基準（平成２５年８月） 30%未満

○ ○ 1.18 課税所得 その他 430

【係数（倍率）】
・母子家庭・父子家庭等の認定倍率：1.45。
・会社が倒産等により失業した場合等の認定倍率：1.60
※その他、要綱に定める特別事情により、通常より高倍率で審査。
【基準額の時期】生活扶助についてはＨ24.4.1生保基準、教育扶助についてはＨ28.4生保基
準 25%未満

○ ○ 1.25 その他 前年度 435 疫病・失業などにより今年度の所得が著しく減少し困窮していると認められるもの 【課税所得等の分類】合計所得金額（所得控除前の金額） 25%未満

○ ○ ○ ○ ○ 1.2 課税所得 前年度 439
・国民年金保険料が減額されている
・災害等を受け学用品等の購入に不自由している

（２）目安額（年額) ：家賃の有無で目安額が異なる。
家賃あり　目安額：4,387,839円
家賃なし　目安額：3,382,719円 10%未満

○ ○ 1.2 その他 その他 419

【課税所得等の分類】総所得金額等（総所得金額、土地の譲渡等、超短期所有土地の譲渡
に係る事業所得等、土地建物等の短期譲渡・長期譲渡所得、株式等にかかる譲渡所得等、
退職所得、山林所得）
【基準額の時期】平成24年４月 25%未満

○ 1.24 課税所得 当年度 421 15%未満

○ ○ 1.2 課税所得 その他 421
児童養護施設等に入所している児童生徒および東日本大震災で被災した児童生徒を準要
保護として認定。 【基準額の時期】平成24年4月 25%未満

○ ○ ○ 1.15 課税所得 当該年度 401 当該年度中に生計中心者の解雇、死亡等により世帯の収入が激減した者 25%未満

○ ○ ○ 1.2

総所得
（税引き
前） 前年度 403

失業・離婚・災害等で当該年度中の所得額が著しく低下することが見込まれ、特に援助を必
要とすると認められた場合 20%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ 1.2 課税所得 その他 422 【基準額の時期】24年度（第68次生活保護基準）を使用している。 20%未満

○ ○ ○ ○ 1.2

総所得
（税引き
前） 前年度 419 30%未満

○ ○

準要保護認定基準額未満の者、および校長が教育上特に援助を必要と認め、具体的な意
見を付した者で、教育委員会が認め、保護者からの事情聴取に基づく具体的な意見を付し
た意見書を教育委員会に提出し、教育委員会がその意見を妥当と認めた場合に認定する。 準要保護認定基準額は、第６８次（24.4.1）改定生活保護基準の１．２倍を乗じた額である。 30%未満

○ ○ 1.26

総所得
（税引き
前） 当該年度 435.1 35%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.2 課税所得 前年度 393 20%未満

○ ○ ○ 1.1 課税所得 その他 399
【基準額の時期】平成２５年厚生労働省告示第１７４号による改正前の生活保護法による保
護の基準 35%未満

○ ○ ○ ○ 1.2

総所得
（税引き
前） 前年度 355

前年・現年から申請時に至り、主たる生計維持者の失業や長期入院等による無給、り災など
特別な事情のある方

・係数（倍率）費目認定基準：1.30倍未満
・基準根拠　総所得金額
・目安額（年額）費目認定　3,786,695 25%未満

○ ○ 1.5 その他 その他 547
【課税所得等の分類】収入
【基準額の時期】生活保護基準の見直し（平成25年8月）以前の基準額 30%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.25 課税所得 前年度 335 20%未満

○ ○ 1.5 その他 その他 463

（２）について
【課税所得等の分類】総収入
【基準額の時期】第68次生活保護基準（平成25年4月1日時点）」で判定。 20%未満

目安額（年
額）

就学援助率

テ．その
他

係数（倍
率）

基準根拠

目安額
（年額）

係数（倍率）

セ．生活
福祉資
金による
貸付け

ソ．生活
保護の
基準額
に一定
の係数
を掛けた
もの（生
活保護
の基準
額が変
わると自
動的に
要件が
変わるも
の）

タ．生活
保護の
基準額
に一定
の係数
を掛けた
もの（生
活保護
の基準
額を参
照して額
を定めて
いるも
の）

チ．特別
支援教
育就学
奨励費
の需要
額測定
に用いる
保護基
準額に
一定の
係数を
掛けたも
の

ツ．市区
町村民
税（所得
割又は
均等割）
課税最
低限度
額に一
定の係
数を掛け
たもの

ケ．個人
の事業
税の減
免

コ．固定
資産税
の減免

サ．学校
納付金の
納付の状
態や、昼
食，被服
等が悪い
者。学用
品，通学
用品等に
不自由し
ている者
等で保護
者の生活
状態が極
めて悪い
と認めら
れる者、

シ．経済
的な理
由による
欠席日
数が多
い者

ス．保護
者の職
業が不
安定で，
生活状
態が悪
いと認め
られる者

エ．国民
年金保
険料の
免除

オ．国民
健康保
険法の
保険料
の減免
または
徴収の
猶予

カ．児童
扶養手
当の支
給

キ．保護
者が職
業安定
所登録
日雇労
働者

ク．PTA
会費，学
級費等
の学校
納付金
の減免
が行な
われて
いる者

Ⅱ　平成２９年度準要保護認定基準

（１）平成２９年度における準要保護認定基準
（２）（１）でソ，タ又はチに○をした場合，係

数（倍率），基準根拠及び目安額

（３）（１）でツに○をした
場合、市町村民税課税
最低限度額に掛ける係
数（倍率）及び目安額

（４）（１）でテに○をした場合，その他の基準の内容 （５）その他

ア．生活
保護法
に基づく
保護の
停止ま
たは廃
止

イ．市区
町村民
税の非
課税

ウ．市区
町村民
税の減
免
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①都道府県②市町村

東京都 武蔵野市

東京都 三鷹市

東京都 青梅市

東京都 府中市

東京都 昭島市

東京都 調布市

東京都 町田市

東京都 小金井市

東京都 小平市

東京都 日野市

東京都 東村山市

東京都 国分寺市

東京都 国立市

東京都 福生市

東京都 狛江市

東京都 東大和市

東京都 清瀬市

東京都 東久留米市

東京都 武蔵村山市

東京都 多摩市

東京都 稲城市

東京都 羽村市

東京都 あきる野市

東京都 西東京市

東京都 瑞穂町

東京都 日の出町

東京都 檜原村

東京都 奥多摩町

東京都 大島町

東京都 利島村

課税所得
等の分類

基準額の
時期

49 31 29 29 28 36 13 5 24 21 8 4 11 17 45 9 3 0 15 55 55 55 55 0 0 15 35 62

目安額（年
額）

就学援助率

テ．その
他

係数（倍
率）

基準根拠

目安額
（年額）

係数（倍率）

セ．生活
福祉資
金による
貸付け

ソ．生活
保護の
基準額
に一定
の係数
を掛けた
もの（生
活保護
の基準
額が変
わると自
動的に
要件が
変わるも
の）

タ．生活
保護の
基準額
に一定
の係数
を掛けた
もの（生
活保護
の基準
額を参
照して額
を定めて
いるも
の）

チ．特別
支援教
育就学
奨励費
の需要
額測定
に用いる
保護基
準額に
一定の
係数を
掛けたも
の

ツ．市区
町村民
税（所得
割又は
均等割）
課税最
低限度
額に一
定の係
数を掛け
たもの

ケ．個人
の事業
税の減
免

コ．固定
資産税
の減免

サ．学校
納付金の
納付の状
態や、昼
食，被服
等が悪い
者。学用
品，通学
用品等に
不自由し
ている者
等で保護
者の生活
状態が極
めて悪い
と認めら
れる者、

シ．経済
的な理
由による
欠席日
数が多
い者

ス．保護
者の職
業が不
安定で，
生活状
態が悪
いと認め
られる者

エ．国民
年金保
険料の
免除

オ．国民
健康保
険法の
保険料
の減免
または
徴収の
猶予

カ．児童
扶養手
当の支
給

キ．保護
者が職
業安定
所登録
日雇労
働者

ク．PTA
会費，学
級費等
の学校
納付金
の減免
が行な
われて
いる者

Ⅱ　平成２９年度準要保護認定基準

（１）平成２９年度における準要保護認定基準
（２）（１）でソ，タ又はチに○をした場合，係

数（倍率），基準根拠及び目安額

（３）（１）でツに○をした
場合、市町村民税課税
最低限度額に掛ける係
数（倍率）及び目安額

（４）（１）でテに○をした場合，その他の基準の内容 （５）その他

ア．生活
保護法
に基づく
保護の
停止ま
たは廃
止

イ．市区
町村民
税の非
課税

ウ．市区
町村民
税の減
免

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.5

総所得
（税引き
前） 前々年度 495

武蔵野市福祉事務所、当該準要保護者の担当民生委員、児童等が在学する国公立小中学
校等の長等による状況調書が委員会に提出された場合で、特に援助が必要と委員会が認
める者 10%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.15 課税所得 前年度 298 15%未満

○ ○ ○ 1 課税所得 その他 269 【基準額の時期】平成２４年の基準を使用 15%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.5 その他 その他 425
【課税所得等の分類】給与収入（税引き前）
【基準額の時期】生活保護の基準額は平成２５年８月の第６９次を使用している。 15%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.64 その他 その他 482 前年度又は今年度生活保護が廃止又は停止になったため
【課税所得等の分類】総収入
【基準額の時期】第６８次生活保護基準額表を使用 20%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.1 課税所得 その他 309 【基準額の時期】平成２５年４月１日基準 15%未満

○ ○ 1.1 課税所得 その他 370
基準額の時期を「２０１３年４月１日において、町田市に適用された生活保護基準額表により
算出する。」と定めている。 15%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.6

総所得
（税引き
前） その他 467 （２）基準額の時期：平成24年度 10%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.1 課税所得 前年度 304 福祉事務所長または民生委員の意見により、就学援助が必要と認められるもの 15%未満

○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 課税所得 その他 361 【基準額の時期】平成25年度4月1日時点を基準としている。 15%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.4

総所得
（税引き
前） その他 445

準要保護の場合、特別支援学級に通う生徒については生活保護の基準を用いず、特別支
援教育就学奨励費の需要額測定に用いる保護基準を用いる。
「ソ．生活保護の基準額に一定の係数を掛けたもの」について
【倍率】1.4
【課税所得等の分類】総収入（税引き前）
【基準額の時期】（第72次改定生活保護基準額表）

「チ．特別支援教育就学奨励費の需要額測定に用いる保護基準額に一定の係数を掛けたも
の」について
【倍率】2.5
【課税所得等の分類】総所得（税引き後）
【基準額の時期】特別支援教育就学奨励費の需要額測定に用いる保護基準額 15%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.2 課税所得
３年前の
年度 334 学校長，福祉事務所長又は民生委員の意見に基づき，市長が特に必要と認める者 10%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.5 課税所得 前年度 368 15%未満

○ ○ ○ ○ 1

総所得
（税引き
前） 前年度 328 25%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.1 課税所得 その他 300

・災害及び家庭環境の変化により現在の所得状況が前年度を大きく下回り、生活状況が著
しく悪化したと認められる場合で特に教育長が認める者。ただし、客観的な証明があるもの
に限る。
・その他、教育長が特に必要と認めるもの。 【基準額の時期】平成２４年４月時点 15%未満

○ 〇 〇 〇 〇 ○ ○ 〇 〇 〇 〇 ○ 1.45 その他 前年度 431

（２）基準根拠
「課税所得等の分類」～総収入（税引き前）
「目安額（年額）」～住宅扶助なし 15%未満

○ 1.5

総所得
（税引き
前） 前年度 480 25%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.4 その他 その他 389
課税所得等の分類－給与収入（税引き前）
基準額の時期－４年前の年度 15%未満

○ 1.1 課税所得 前年度 272 20%未満

○ ○ ○ 1.4

総所得
（税引き
前） その他 388 【基準額の時期】第68次（平成24年4月1日の生保基準）を認定の基準としている。 15%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.7 その他 前年度 402 【課税所得等の分類】給与所得控除前の収入金額-社会保険料-源泉徴収税額 15%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1 課税所得 その他 264
第６８次（平成２４年４月１日）
※前年度からの変更はありません。 20%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.5

総所得
（税引き
前） その他 484 福祉事務所長、学校長又は民生委員の意見により教育委員会が特に認めるもの 【基準額の時期】４年前の年度 15%未満

○ ○ ○ ○ 1.5

総所得
（税引き
前） 前年度 344 15%未満

○ 1.5 その他 前年度 335 【課税所得等の分類】課税収入 20%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.5 その他 その他 375
・根拠基準（課税所得等の分類）…給与収入
・根拠基準（基準額の時期）…平成25年4月1日 10%未満

○ 1.4

総所得
（税引き
前） 前年度 319 10%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.5

総所得
（税引き
前） 前年度 303 10%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.1 課税所得 前年度 260 10%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 5%未満



該当団体数62

①都道府県②市町村

東京都 新島村

東京都 神津島村

東京都 三宅村

東京都 御蔵島村

東京都 八丈町

東京都 青ヶ島村

東京都 小笠原村

課税所得
等の分類

基準額の
時期

49 31 29 29 28 36 13 5 24 21 8 4 11 17 45 9 3 0 15 55 55 55 55 0 0 15 35 62

目安額（年
額）

就学援助率

テ．その
他

係数（倍
率）

基準根拠

目安額
（年額）

係数（倍率）

セ．生活
福祉資
金による
貸付け

ソ．生活
保護の
基準額
に一定
の係数
を掛けた
もの（生
活保護
の基準
額が変
わると自
動的に
要件が
変わるも
の）

タ．生活
保護の
基準額
に一定
の係数
を掛けた
もの（生
活保護
の基準
額を参
照して額
を定めて
いるも
の）

チ．特別
支援教
育就学
奨励費
の需要
額測定
に用いる
保護基
準額に
一定の
係数を
掛けたも
の

ツ．市区
町村民
税（所得
割又は
均等割）
課税最
低限度
額に一
定の係
数を掛け
たもの

ケ．個人
の事業
税の減
免

コ．固定
資産税
の減免

サ．学校
納付金の
納付の状
態や、昼
食，被服
等が悪い
者。学用
品，通学
用品等に
不自由し
ている者
等で保護
者の生活
状態が極
めて悪い
と認めら
れる者、

シ．経済
的な理
由による
欠席日
数が多
い者

ス．保護
者の職
業が不
安定で，
生活状
態が悪
いと認め
られる者

エ．国民
年金保
険料の
免除

オ．国民
健康保
険法の
保険料
の減免
または
徴収の
猶予

カ．児童
扶養手
当の支
給

キ．保護
者が職
業安定
所登録
日雇労
働者

ク．PTA
会費，学
級費等
の学校
納付金
の減免
が行な
われて
いる者

Ⅱ　平成２９年度準要保護認定基準

（１）平成２９年度における準要保護認定基準
（２）（１）でソ，タ又はチに○をした場合，係

数（倍率），基準根拠及び目安額

（３）（１）でツに○をした
場合、市町村民税課税
最低限度額に掛ける係
数（倍率）及び目安額

（４）（１）でテに○をした場合，その他の基準の内容 （５）その他

ア．生活
保護法
に基づく
保護の
停止ま
たは廃
止

イ．市区
町村民
税の非
課税

ウ．市区
町村民
税の減
免

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 0.9 課税所得 前年度 193 15%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10%未満

〇 ○ ○ 20%未満

○
村立小中学校児童生徒全員、給食費、学用品費、医療費、修学旅行費、部活動遠征費等全
額公費負担が前提になっている。 0%未満

○ 1 その他 その他 280
・課税所得等の分類：収入から基礎控除を差し引いた額を基準根拠としている
・基準額の時期：平成24年度生活保護基準額 15%未満

○ ○ 0%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10%未満



該当団体数62

東京都 千代田区

東京都 中央区

東京都 港区

東京都 新宿区

東京都 文京区

東京都 台東区

東京都 墨田区

東京都 江東区

東京都 品川区

東京都 目黒区

東京都 大田区

東京都 世田谷区

東京都 渋谷区

東京都 中野区

東京都 杉並区

東京都 豊島区

東京都 北区

東京都 荒川区

東京都 板橋区

東京都 練馬区

東京都 足立区

東京都 葛飾区

東京都 江戸川区

東京都 八王子市

東京都 立川市

①都道府県②市町村

（２）補足事項　（１）でその他に○をした場合、費目毎の援助額の内容を記入。その他補足事項

実費
支給
平均額

現物支給 上限額
上限の
金額

支給
平均額

一定額
一定の
金額

その他 実費
支給
平均額

現物支給 上限額
上限の
金額

支給
平均額

一定額
一定の
金額

その他 実費
支給
平均額

現物支給 上限額
上限の
金額

支給
平均額

一定額
一定の
金額

その他 実費
支給
平均額

現物支給 上限額
上限の
金額

支給
平均額

一定額
一定の
金額

その他

1 1 0 3 4 3 58 58 1 0 0 0 3 3 3 58 57 1 30 30 0 1 1 1 1 0 3 20 20 0 4 4 4 4 3 4 44

○ 23,760 ○ 40,600 ・平均支給額は平成２９年度予算単価を記入している。

○ 15,690 ○ 43,890 ○ 4,645 ○ 9,803 通学費 ・修学旅行費は平成28年度実績の支給平均額を記入。

○ 15,690 ○ 23,890

○ 18,840 ○ 23,890 ○ 25,000

・「学用品費」及び「通学用品費」について、当区においては「学用品通学用品費」という費目にて実施し
ている。
・1年生の「学用品通学用品費」は定額15,600円、2～6年生は定額18,840円。
・実費費目については、1人当たりの29年度予算単価を記入(給食費については1人当たりの平均年額)

○ 18,880 ○ 40,600 ○ 35,389

・支給平均額は平成29年度予算に計上した単価である。
・「学用品費」と「通学用品費」はまとめて「学用品費等」として支給しており１年生は年間15,690円、２～６
年生は年間18,880円を支給する。

○ 17,974 ○ 20,100 ○ 14,164 ○ 26,530 26,429

・学用品費　※28年度実績額により記入
1年 15,224円（1,384円×11月）
2～6年 17,974円（1,634円×11月）
・通学費　「通学交通費」として特別支援学級在籍者及び通級者へ支給

○ 18,880 ○ 23,890 ・学用品費：１年15,690円、２～６年18,880円

○ 18,880 ○ 23,890 ・学用品費については、１年生は15,690円、２～６年生は18,880円の一定額

○ 18,900 ○ 23,890 ○ 7,969

・学用品費は学年毎に支給額が異なる
1年…15,696円、2～6年…18,890円
・通学費の支給平均額は28年度実績（特別支援学級通学者対象）

○ 15,690 ○ 23,890 ○ 1,350

・要保護（生活保護）は、修学旅行費・卒業記念アルバム費のみ支給
・要保護（児童養護施設）は、校外活動費（宿泊あり）・卒業記念アルバム費のみ支給
・支給平均額：平成２８年度実績から算出

○ 18,340 ○ 23,210 ○ 17,000
・「支給平均額」欄は29年度予算に計上した単価を使用。
・学用品費は1年　15,240円、その他の学年　18,340円。

○ 18,660 ○ 23,690 ・学用品費（通学用品費含む）…学年によって異なる。1年 15,660円 2～6年 18,660円

○ 18,880 ○ 23,890 ○ 10,596

・学用品通学用品費として、学用品費と通学用品費を合わせて支給する。（1年15,690円、2～6年18880
円）
・通学費、校外活動費、学校給食費については平成28年度の実績による。

○ 15,690 ○ 23,890 ○ 2,229
・支給平均額は２８年度実績
・上限の金額は１回毎

○ 10,906 ○ 20,700 ○ 11,945 ○ 3,363

○ 18,840 ○ 23,890 ○ 10,000

・29年度予算により単価を算出した。
・通学費は予算単価。
・学用品費の詳細、1年15,600円、2～6年18,840円
・新入学児童生徒学用品費は、1年生は23,890円、小6（中学校前倒し支給）は26,860円

○ 18,800 ○ 26,860 ○ 8,212 学用品費⇒2年～6年（約85％）

○ 18,888 ○ 23,890 ○ 5,321 「支給平均額」欄は、２８年度の実績額より算出

○ 14,760 ○ 23,870 ○ 3,500 ○ 13,500 13,500 支給平均額は29年度予算額

○ 15,690 ○ 23,890 ○

・修学旅行費は、移動教室費という名称を使用しており、金額は支度金雑費4,120円および施設賄料１泊
につき1,900円を支給している。
・平均支給額は28年度実績額

○ 19,120 ○ 23,890 ○ 12,500

・通学用品費・クラブ活動費は学用品費に含めて支給している。
・通学費の支給平均額は２９年度予算。
・学用品費：6年生（18.1％）

○ 18,660 ○ 22,800 ○ 3,896 ○ 5,660

・学用品費　一定額1年15,400円、2・3年18,450、4～6年18,660
・修学旅行費　一定額6年5,660円、特別支援学級4,650円
・実費支給の費目については、平成28年度実績より記入

○ 18,320 ○ 23,090 ○ 6,670 ○

・通学用品費は学用品費に含む
・支給平均額は平成28年度実績額
・修学旅行費は、交通費は実費、食事代は3700円まで、見学代等1500円まで、写真代500円まで、その
他300円までの上限あり。（上記は2泊3日の場合だが、3泊4日実施校は、食事代5550円まで、見学代等
1700円まで、その他400円までが上限になる。）

○ 11,420 ○ 40,600 ○ 40,000 ○ 31,000 支給平均額欄は29年度予算単価を使用

○ 13,750 ○ 40,600 ○ 28,402 学用品費・通学用品費として支給しているため、金額は学用品費を参照。

学用品費 新入学児童生徒学用品費等 通学費 修学旅行費

（１）項目毎の援助額

Ⅲ　平成２９年度準要保護就学援助額

１．小学校の就学援助額の単価（一人当たり年間支給額）



該当団体数62

①都道府県②市町村

東京都 武蔵野市

東京都 三鷹市

東京都 青梅市

東京都 府中市

東京都 昭島市

東京都 調布市

東京都 町田市

東京都 小金井市

東京都 小平市

東京都 日野市

東京都 東村山市

東京都 国分寺市

東京都 国立市

東京都 福生市

東京都 狛江市

東京都 東大和市

東京都 清瀬市

東京都 東久留米市

東京都 武蔵村山市

東京都 多摩市

東京都 稲城市

東京都 羽村市

東京都 あきる野市

東京都 西東京市

東京都 瑞穂町

東京都 日の出町

東京都 檜原村

東京都 奥多摩町

東京都 大島町

東京都 利島村

（２）補足事項　（１）でその他に○をした場合、費目毎の援助額の内容を記入。その他補足事項

実費
支給
平均額

現物支給 上限額
上限の
金額

支給
平均額

一定額
一定の
金額

その他 実費
支給
平均額

現物支給 上限額
上限の
金額

支給
平均額

一定額
一定の
金額

その他 実費
支給
平均額

現物支給 上限額
上限の
金額

支給
平均額

一定額
一定の
金額

その他 実費
支給
平均額

現物支給 上限額
上限の
金額

支給
平均額

一定額
一定の
金額

その他

1 1 0 3 4 3 58 58 1 0 0 0 3 3 3 58 57 1 30 30 0 1 1 1 1 0 3 20 20 0 4 4 4 4 3 4 44

学用品費 新入学児童生徒学用品費等 通学費 修学旅行費

（１）項目毎の援助額

Ⅲ　平成２９年度準要保護就学援助額

１．小学校の就学援助額の単価（一人当たり年間支給額）

○ 13,650 ○ 40,600 ○ 7,360 ○ 11,000
・学用品費（１年生）定額11,420円
・学用品費・通学用品費（2-6年）定額13,650円

○ 11,420 ○ 40,600

○ 13,650 ○ 40,600 ○ 17,113
・支給平均額は28年度実績。（支給額÷支給児童数）
・学用品費：1年生11,420円(16%)　2～6年生：13,650円(84%)

○ 14,784 13,466 ○ 40,600 ○ 19,100 0 ○ 22,388 支給平均額は、平成２８年度実績

○ 11,420 ○ 40,600 ○ 15,750 ○ 29,846

○ 11,420 ○ 43,600 ○ 36,447 ・通学費は平成28年度実績

○ 13,680 ○ 20,470 ○ 26,000 ○

・学用品費は小学２年から６年生の年間支給総額。
・支給平均額は２９年度予算に計上した単価。
・通学用品費：学用品費に含んで支給。
・修学旅行費：町田市立の小学校は夏季休業中に当該行事が実施されるため、対象ではあるが、校外
活動費（宿泊を伴うもの）として計上。

○ 13,650 ○ 40,600

・通学用品費は学用品費と合わせて支給。1年生は11,410円、その他学年は13,650円（学用品費欄金額
はその他学年の額を記入している）。
・実費支給の費目については、平成29年度予算の計上単価を記載している。

○ 11,420 ○ 40,600 ○ 21,000
・支給平均額は平成28年度実施額より算定
・学用品費：1年生9,190円　2年生～6年生11,420円　割合はおよそ1:6.7

○ 11,420 ○ 40,600 ○ 28,000 ・支給平均額は平成29年度予算単価

○ 13,650 ○ 40,600 ○ 5,100 ○ 29,900
・支給単価額は予算計上額。
・通学用品費は学用品費とまとめて支給する。

○ 13,650 ○ 40,600 ○

・学用品費：小学校１年は11,420円。
・通学用品費：学用品費・通学用品費をあわせて一定額（上記学用品費の金額）を支給。
・通学費：費目はあるが支給実績なし。

○ 12,990 ○ 40,600 ○ 26,000 25,813

○ 14,780 ○ 19,900 ○ 24,199 学用品費（１年生１２，６１０円、２～６年生１４，７８０円）

○ 11,420 ○ 20,470 ○ 46,200
・支給平均額は平成29年度予算額ベースで算出した。
・「学用品費及び通学用品費」という名目で11,420円を支給している。

○ 11,420 ○ 40,600 ○ 1,000 ○ 27,736

○ 11,420 ○ 40,600 40,600 ○ 0 ○ 12,000 12,000

○ 11,420 ○ 40,600 ○ 21,000 ・通学費－29年度予算に計上した単価

○ 13,650 ○ 40,600 ○ 7,299 ○ 28,538

・学用品費は定額であるが学年によって金額が異なる
　小学１年生：11420円
　小学２～６年生：13650円（通学用品費を含む。）
・通学費は昨年度支給額の平均（支給対象５名）
・修学旅行費（小学６年生）、校外活動費（小学５年生）は昨年度の支給額の平均

○ 11,420 ○ 40,600 ○ 5,500 ・修学旅行費は29年度予算に計上した単価。

○ 11,420 ○ 20,470 ○ 37,500

○ 13,650 ○ 40,600 ○ 25,338

○ 11,420 ○ 40,600 ○ 25,791 ・修学旅行費：平成２８年度実績に基づく金額を記入

○ 11,420 ○ 40,600 ○ 800 ○ 4,684

○ 11,420 ○ 40,600 ○ 29,413

○ 11,420 ○ 40,600 ○ ・通学費…通学定期代

○ 11,420 11,420 ○ 40,600 0 ○ 21,490
・新入学児童生徒学用品費等については28年度実績も29年度見込みもなしのため０
・修学旅行費は平成２９年度予算に計上した単価

○ 11,420 ○ 40,600

○ 11,420 ○ 40,600 ○ 17,142

○ 11,420 10,025 ○ 20,470 0 新入学児童生徒学用品費等は新入学児童で対象となる者がいないため支給見込みは０。



該当団体数62

①都道府県②市町村

東京都 新島村

東京都 神津島村

東京都 三宅村

東京都 御蔵島村

東京都 八丈町

東京都 青ヶ島村

東京都 小笠原村

（２）補足事項　（１）でその他に○をした場合、費目毎の援助額の内容を記入。その他補足事項

実費
支給
平均額

現物支給 上限額
上限の
金額

支給
平均額

一定額
一定の
金額

その他 実費
支給
平均額

現物支給 上限額
上限の
金額

支給
平均額

一定額
一定の
金額

その他 実費
支給
平均額

現物支給 上限額
上限の
金額

支給
平均額

一定額
一定の
金額

その他 実費
支給
平均額

現物支給 上限額
上限の
金額

支給
平均額

一定額
一定の
金額

その他

1 1 0 3 4 3 58 58 1 0 0 0 3 3 3 58 57 1 30 30 0 1 1 1 1 0 3 20 20 0 4 4 4 4 3 4 44

学用品費 新入学児童生徒学用品費等 通学費 修学旅行費

（１）項目毎の援助額

Ⅲ　平成２９年度準要保護就学援助額

１．小学校の就学援助額の単価（一人当たり年間支給額）

○ 11,420 ○ 20,470

○ 10,000 ○ 20,000

○ 5,550 ○ 9,950 小学校１・２年生＝4,000円、小学校３・４年生＝4,300円、小学校５・６年生＝4,500円

○ ○ ○ ○ 村立小中学校児童生徒については全額公費負担が前提になっている。

○ 11,100 ○ 19,900

○ 0

○ 11,100 ○ 19,900 ○ 5,000



該当団体数62

東京都 千代田区

東京都 中央区

東京都 港区

東京都 新宿区

東京都 文京区

東京都 台東区

東京都 墨田区

東京都 江東区

東京都 品川区

東京都 目黒区

東京都 大田区

東京都 世田谷区

東京都 渋谷区

東京都 中野区

東京都 杉並区

東京都 豊島区

東京都 北区

東京都 荒川区

東京都 板橋区

東京都 練馬区

東京都 足立区

東京都 葛飾区

東京都 江戸川区

東京都 八王子市

東京都 立川市

①都道府県②市町村

（２）補足事項　（１）でその他に○をした場合、費目毎の援助額の内容

実費
支給
平均額

現物支給 上限額
上限の
金額

支給
平均額

一定額
一定の
金額

その他 実費
支給
平均額

現物支給 上限額
上限の
金額

支給
平均額

一定額
一定の
金額

その他 実費
支給
平均額

現物支給 上限額
上限の
金額

支給
平均額

一定額
一定の
金額

その他 実費
支給
平均額

現物支給 上限額
上限の
金額

支給
平均額

一定額
一定の
金額

その他

0 0 0 3 3 3 58 57 1 0 0 0 3 3 3 58 57 0 29 29 0 1 1 1 1 0 1 36 36 0 12 12 12 6 5 1 42

○ 40,080 ○ 47,400 〇
平均支給額は平成２９年度予算単価を記入している。修学旅行費は、上限を9万円として実費支給。ただ
し旅行先が海外の場合の上限は、実費の半額と9万円のどちらか高い方とする。

○ 30,450 ○ 76,860 ○ 33,642 ○ 26,917 通学費 ・修学旅行費については、平成28年度実績の平均支給額で記入。

○ 30,450 ○ 26,860 ○ 65,000

○ 34,320 ○ 26,860 ○ 50,000 ○ 65,800

・「学用品費」及び「通学学用品費」について、当区においては、「学用品通学学用品費」という費目にて
実施している。
・1年生の「学用品通学用品費」は定額30,360円、2～6年生は定額34,320円
・実費費目については一人当たりの平成29年度予算単価を記入(給食費については一人当たりの平均
年額)                                                                                     ・準要保護認定者の「修学旅行費」に
ついては、支度金8,500円を加算する。

○ 34,410 ○ 47,400 ○ 33,423 ○ 62,109

・支給平均額は平成29年度予算に計上した単価である。
・「学用品費」と「通学用品費」はまとめて「学用品費等」として支給しており１年生は年間30,450円、２～３
年生は年間34,410円を支給する。

○ 31,790 ○ 23,300 ○ 28,312 ○ 66,164

・学用品費　※28年度実績額により記入
1年 28,050円（2,550円×11月）
2･3年 31,790円（2,890円×11月）
・通学費　「通学交通費」として特別支援学級在籍者及び通級者へ支給

○ 34,410 ○ 26,860 ○ 69,750 64,000
・学用品費：１年30,450円、２～３年34,410円
・修学旅行費：29年度予算に計上した単価

○ 34,410 ○ 26,860 ○ 67,550 64,224 ・学用品費については、１年生は30,450円、２・３年生は34,410円の一定額

○ 34,416 ○ 26,860 ○ 20,481 ○ 60,000

・学用品費は学年毎に支給額が異なる
1年…30,456円、2～3年…34,416円
・通学費の支給平均額は28年度実績（特別支援学級通学者対象）

○ 30,450 ○ 26,860 ○ 80,000 70,913

・要保護（生活保護）は、部活動費・修学旅行費（実費分＋班別行動費）・独自宿泊・卒業記念アルバム
費のみ支給
・要保護（児童養護施設）は、部活動費・校外活動費（宿泊あり）・独自宿泊・卒業記念アルバム費のみ支
給
・修学旅行費：3年参加者、別途、支度金8,500円（生活保護は、生活保護費で支給）、班別行動費900円
（該当校のみ）

○ 33,440 ○ 26,120 ○ 39,800 ○ 64,000 62,000
・「支給平均額」欄は29年度予算に計上した単価を使用。
・学用品費は1年　29,590円、2-3年　33,440円。

○ 33,830 ○ 26,780 ○ 68,760 ・学用品費（通学用品費含む） …学年によって異なる。1年 30,080円 2・3年 33,830円

○ 34,410 ○ 26,860 ○ 50,434 ○ 64,383

・学用品通学用品費として、学用品費と通学用品費を合わせて支給する。（1年30,450円、2～3年34,410
円）
・通学費については平成28年度の実績による。

○ 30,450 ○ 26,860 ○ 8,079 ○ 65,000 63,026
・支給平均額は２８年度実績
・上限の金額は１回毎

○ 34,410 ○ 22,900 ○ 11,170 ○ 29,843

○ 34,320 ○ 26,860 ○ 80,000 ○ 60,000 60,000

・29年度予算により単価を算出した。
・通学費は予算単価。
・学用品費の詳細、1年30,360円、2～3年34,320円

○ 34,410 ○ 26,860 ○ 22,523 ○ 61,000 60,718

○ 34,416 ○ 26,860 ○ 18,185 ○ 69,750 66,318 「支給平均額」欄は、２８年度の実績額より算出

○ 29,520 ○ 26,860 ○ 9,800 ○ 61,000 61,000 支給平均額は29年度予算額

○ 30,450 ○ 26,860 ○ 68,219 ・平均支給額は28年度実績額

○ 35,640 ○ 26,860 ○ 36,400 ○ 57,290

・通学用品費・クラブ活動費を学用品費に含めて支給している。
・通学費の支給平均額は２９年度予算。
・学用品費：3年生（36.1％）

○ 34,300 ○ 26,300 ○ 32,462 ○ 60,000
・学用品費　一定額1年30,400円、2・3年34,300
・実費支給の費目については、平成28年度実績より記入

○ 33,270 ○ 26,010 ○ 16,769 ○ 56,000 56,000 支給平均額は平成28年度実績額

○ 22,320 ○ 47,400 ○ 0 ○ 60,000 支給平均額は平成28年度実績額

○ 24,640 ○ 47,400 ○ 65,000 学用品費・通学用品費として支給しているため、金額は学用品費を参照。

（１）費用毎の援助額

学用品費 新入学児童生徒学用品費等 通学費 修学旅行費

２．中学校の就学援助の額の単価（一人当たり年間支給額）



該当団体数62

①都道府県②市町村

東京都 武蔵野市

東京都 三鷹市

東京都 青梅市

東京都 府中市

東京都 昭島市

東京都 調布市

東京都 町田市

東京都 小金井市

東京都 小平市

東京都 日野市

東京都 東村山市

東京都 国分寺市

東京都 国立市

東京都 福生市

東京都 狛江市

東京都 東大和市

東京都 清瀬市

東京都 東久留米市

東京都 武蔵村山市

東京都 多摩市

東京都 稲城市

東京都 羽村市

東京都 あきる野市

東京都 西東京市

東京都 瑞穂町

東京都 日の出町

東京都 檜原村

東京都 奥多摩町

東京都 大島町

東京都 利島村

（２）補足事項　（１）でその他に○をした場合、費目毎の援助額の内容

実費
支給
平均額

現物支給 上限額
上限の
金額

支給
平均額

一定額
一定の
金額

その他 実費
支給
平均額

現物支給 上限額
上限の
金額

支給
平均額

一定額
一定の
金額

その他 実費
支給
平均額

現物支給 上限額
上限の
金額

支給
平均額

一定額
一定の
金額

その他 実費
支給
平均額

現物支給 上限額
上限の
金額

支給
平均額

一定額
一定の
金額

その他

0 0 0 3 3 3 58 57 1 0 0 0 3 3 3 58 57 0 29 29 0 1 1 1 1 0 1 36 36 0 12 12 12 6 5 1 42

（１）費用毎の援助額

学用品費 新入学児童生徒学用品費等 通学費 修学旅行費

２．中学校の就学援助の額の単価（一人当たり年間支給額）

○ 24,550 ○ 47,400 ○ 7,360 ○ 60,000
・学用品費（１年生）定額22,320円
・学用品費・通学用品費（2・3年）定額24,550円

○ 22,320 ○ 47,400 ○ 65,830

○ 24,550 ○ 47,400 ○ 50,315 ○ 62,190
・支給平均額は28年度実績。（支給額÷支給生徒数）
・学用品費：1年生22,320円(33%)　2,3年生：24,550円(67%)

○ 26,052 24,167 ○ 47,400 ○ 38,600 0 ○ 59,410 支給平均額は、平成２８年度実績

○ 22,320 ○ 47,400 ○ 57,976 ○ 58,961

○ 22,320 ○ 50,900 ○ 65,588 ○ 64,310 ・通学費，修学旅行費は平成28年度実績

○ 24,600 ○ 23,550 ○ 56,000 ○ 48,000

・学用品費は中学２・３年生の年間支給総額。
・支給平均額は２９年度予算に計上した単価。
・通学用品費：学用品費に含んで支給。

○ 22,320 ○ 47,400 ○ 62,951

・通学用品費は学用品費と合わせて支給。1年生は22,320円、その他学年は24,550円（学用品費欄金額
はその他学年の額を記入している）。
・実費支給の費目については、平成29年度予算に計上した単価を記載している。

○ 22,320 ○ 47,400 ○ 39,601 ○ 61,575
・支給平均額は平成28年度実施額より算定
・学用品費：1年生20,090円　2年生から3年生　22,320円　割合はおよそ1:2.1

○ 22,320 ○ 47,400 ○ 57,000 支給平均額は平成29年度予算単価

○ 24,550 ○ 47,400 ○ 24,300 ○ 64,800
・支給単価額は予算計上額。
・通学用品費を学用品費とまとめて支給する。

○ 24,550 ○ 47,400 ○ 58,000

・学用品費：中学校1年は22,320円。
・通学用品費：学用品費・通学用品費をあわせて一定額（学用品費の金額）を支給。
・通学費：費目はあるが支給実績なし。
・修学旅行費：支給平均額は平成29年度予算に計上した金額を記入。

○ 24,590 ○ 47,400 ○ 62,000 56,278

○ 26,050 ○ 32,900 ○ 47,500 学用品費（１年生23,880円、２・３年生26,050円）

○ 22,320 ○ 23,550 ○ 88,200 ○ 51,000
・支給平均額は平成29年度予算額ベースで算出した。
・「学用品費及び通学用品費」という名目で22,320円を支給している。

○ 22,320 ○ 47,400 ○ 93,100 ○ 60,412

○ 22,320 ○ 47,400 47,400 ○ 55,000 55,000

○ 22,320 ○ 47,400 ○ 42,000 ○ 64,000 通学費・修学旅行費－29年度予算に計上した単価

○ 24,550 ○ 47,400 ○ 22,573 ○ 54,465

・学用品費は定額であるが学年によって異なる
　中学１年生：22320円
　中学２・３年生：24550円（通学用品費を含む。）
・通学費は昨年度支給額の平均（対象１２名）
・修学旅行費（３年生）は昨年度支給額の平均

○ 22,320 ○ 47,400 ○ 47,000 ・修学旅行費は29年度予算に計上した単価。

○ 22,320 ○ 23,550 ○ 61,886

○ 24,550 ○ 47,400 ○ 36,229

○ 22,320 ○ 47,400 ○ 49,595 ・修学旅行費：平成２８年度実績に基づく金額を記入

○ 22,320 ○ 47,400 ○ 6,733 ○ 58,059

○ 22,320 ○ 47,400 ○ 84,273

○ 22,320 ○ 47,400 ○
・修学旅行費…私費負担分
・通学費…通学定期代

○ 22,320 0 ○ 47,400 0 ○ 0 平成２９年度については対象者（申請者）がいないため、支給平均額は０円である。

○ 22,320 ○ 47,400 ○ 40,000

○ 22,320 ○ 47,400 ○ 56,822

○ 21,700 0 22,900 22,900 0 該当者なしのため実績がない。



該当団体数62

①都道府県②市町村

東京都 新島村

東京都 神津島村

東京都 三宅村

東京都 御蔵島村

東京都 八丈町

東京都 青ヶ島村

東京都 小笠原村

（２）補足事項　（１）でその他に○をした場合、費目毎の援助額の内容

実費
支給
平均額

現物支給 上限額
上限の
金額

支給
平均額

一定額
一定の
金額

その他 実費
支給
平均額

現物支給 上限額
上限の
金額

支給
平均額

一定額
一定の
金額

その他 実費
支給
平均額

現物支給 上限額
上限の
金額

支給
平均額

一定額
一定の
金額

その他 実費
支給
平均額

現物支給 上限額
上限の
金額

支給
平均額

一定額
一定の
金額

その他

0 0 0 3 3 3 58 57 1 0 0 0 3 3 3 58 57 0 29 29 0 1 1 1 1 0 1 36 36 0 12 12 12 6 5 1 42

（１）費用毎の援助額

学用品費 新入学児童生徒学用品費等 通学費 修学旅行費

２．中学校の就学援助の額の単価（一人当たり年間支給額）

○ 22,320 ○ 23,550

○ 20,000 ○ 40,000

○ 10,850 ○ 11,450

○ 村立小中学校児童生徒については全額公費負担が前提になっている。

○ 21,700 ○ 22,900

○ 21,700 ○ 22,900 ○ 40,000



該当団体数62

東京都 千代田区

東京都 中央区

東京都 港区

東京都 新宿区

東京都 文京区

東京都 台東区

東京都 墨田区

東京都 江東区

東京都 品川区

東京都 目黒区

東京都 大田区

東京都 世田谷区

東京都 渋谷区

東京都 中野区

東京都 杉並区

東京都 豊島区

東京都 北区

東京都 荒川区

東京都 板橋区

東京都 練馬区

東京都 足立区

東京都 葛飾区

東京都 江戸川区

東京都 八王子市

東京都 立川市

①都道府県②市町村

自由記載欄

49 13 13 8

○

○

○

○

○

・就学援助の他に、認定基準を就学援助よりも緩和した「学校給食費補助」という区独自の補助金を設けており、申請のあったひとり親家庭もしくは特別支援学級在籍児童生徒のいる家
庭を対象に、給食費の援助をしている。
・経済的な理由により塾に通えない小・中学生を対象に、学力の定着と学力の向上を目的とした学習支援事業を実施している。
・児童扶養手当・就学援助のいずれかを受給している準要保護世帯を対象に、無料で自宅に食品を届ける宅食事業を行っている。

○

○

○

○

○

・各学校ごとの新入学生保護者説明会等で周知している可能性はあるが、教育委員会では
指示していない。
・中学校の制服リサイクルは、ＰＴＡ主体で実施している学校がある。

○

○

○ 制服のリサイクル等

○

○
・平成２６年度から義務教育保護者負担経費の軽減策として、小学校教材費・行事費の一部公費負担、中学校修学旅行費の一部公費負担を実施している。
・保護者の離婚、死亡、行方不明、長期入院等で所得額が著しく低下することが見込まれる場合などは個々に対応している。

○ 学校によっては、希望する生徒への制服のリサイクルを行っている。

○

○ 制服等の再利用

○

○

○

○

○

○ 中学校制服のリユースなど

○

イに○をした場合，その内容

ア．特に
取組を
行ってい
ない（把
握してい
ない）

イ．取組
を行って
いる（把
握してい
る）

Ⅳ　その他

通学用服等の学用品等の購入等に関して、保護者負担軽減策として実施している（把握している）取組



該当団体数62

①都道府県②市町村

東京都 武蔵野市

東京都 三鷹市

東京都 青梅市

東京都 府中市

東京都 昭島市

東京都 調布市

東京都 町田市

東京都 小金井市

東京都 小平市

東京都 日野市

東京都 東村山市

東京都 国分寺市

東京都 国立市

東京都 福生市

東京都 狛江市

東京都 東大和市

東京都 清瀬市

東京都 東久留米市

東京都 武蔵村山市

東京都 多摩市

東京都 稲城市

東京都 羽村市

東京都 あきる野市

東京都 西東京市

東京都 瑞穂町

東京都 日の出町

東京都 檜原村

東京都 奥多摩町

東京都 大島町

東京都 利島村

自由記載欄

49 13 13 8

イに○をした場合，その内容

ア．特に
取組を
行ってい
ない（把
握してい
ない）

イ．取組
を行って
いる（把
握してい
る）

Ⅳ　その他

通学用服等の学用品等の購入等に関して、保護者負担軽減策として実施している（把握している）取組

○

○ 希望する生徒への制服のリサイクル

○

○
・就学援助を受けている児童、生徒に対して学習支援（塾）を行っている。
・就学援助を受けている家庭について、学童費を助成している

○

○

○

○ 認定倍率の引き下げによる対象範囲の縮小については、認定倍率以外の認定要件によってフォローしていると考える。

○

○ PTAによる制服のリサイクル

○ リサイクル制服あり。（在庫の有無により全てが対応できるわけでは無い。）

○ 学校とＰＴＡが協力して，希望する生徒へ制服のリサイクルを行っている。

○ 第71次生活保護基準で判定し、非認定になった者については、平成25年度の生活扶助基準の見直しにおける影響が出ないよう第68次生活保護基準で再判定を行う。

○

○ PTAが希望する生徒へ制服のリサイクルを行っている。

○

○

○

○

○ 一部中学校にて希望する生徒への制服のリサイクルを実施している。

○
準要保護の認定事由の「固定資産税の減免を受けている者」を、「災害による固定資産税の減免を受けている者」に見直した。これまで固定資産税の減免を理由とした申請者はいなかっ
たため、この要綱改正による影響はない。

○

○

○

○ 係数で却下であっても、特別な事情のある世帯や申し出のあった世帯に対し、特例認定を行っている。

○ 制服のリサイクル

○

○

○

○



該当団体数62

①都道府県②市町村

東京都 新島村

東京都 神津島村

東京都 三宅村

東京都 御蔵島村

東京都 八丈町

東京都 青ヶ島村

東京都 小笠原村

自由記載欄

49 13 13 8

イに○をした場合，その内容

ア．特に
取組を
行ってい
ない（把
握してい
ない）

イ．取組
を行って
いる（把
握してい
る）

Ⅳ　その他

通学用服等の学用品等の購入等に関して、保護者負担軽減策として実施している（把握している）取組

○

○

○

○
村立小中学校児童生徒全員、給食費、学用品費、医療費、修学旅行費、部活動遠征費等全
額公費負担が前提になっている。 村立小中学校児童生徒全員、給食費、学用品費、医療費、修学旅行費、部活動遠征費等全額公費負担が前提になっている。

○

○

○


